
医療

●健康診断
�大学では、毎年定期診断を実施しています。必ず受診しましょう。
・�実施時期：4月（秋入学生は 9月）
・�奨学金申請や就職の時に、健康診断証明書が必要になるこ
とがあります。大学の健康診断を受けていれば、一通 200
円で発行できます。

●国民健康保険
�病気やケガをして病院で治療を受けたとき、「健康保険証」を提
示すれば原則として治療費の 30％を払うだけでよい制度です。
在留資格「留学」を有する留学生は全員、国民健康保険に加入
することが義務づけられています。
�また在留期間更新など、出入国在留管理局での手続きの際にも
健康保険証が必要です。
　【加入方法】

・�居住地の市・区役所の国民健康保険課で手続をします。
・�引越した場合は、新しい住所の市・区役所で、もう一度手
続きをします。

　【保険料】
・�地域や前年度の収入などにより異なります。住所のある役
所窓口で確認してください。
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　�1ヶ月に同じ病院で同じ病気の治療（保険診療に限る）に高額の
医療費を支払った場合、市・区役所の国民健康保険課に申請し
認められると、自己負担限度額（所得によって異なる）を超え
た分が戻ってきます。

・�国民健康保険に加入していることが前提です。

・�入院した場合の高額療養費申請は、保険診療分のみが対象と
なります。

・�申請の方法は、住んでいる地域によって違います。市・区役
所のホームページで確認できます。
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　�一時帰国の際、急な病気や怪我等により現地の医療機関で治療
を受けた場合、日本に戻ってから市・区役所の国民健康保険の
担当窓口に申請をすると、支払った治療費の一部が払い戻され
ることがあります。

・�国民健康保険に加入していることが前提です。

・�日本の保険適用となる治療に限ります。

・�治療の目的で帰国した場合は、申請できません。

・�診療内容の明細がわかる領収書が必要です。



医療

●各国語での受診
�首都圏には、各国語で受診できる医療機関が多くあります。

◆東京都医療機関・薬局案内サービス“ひまわり”“t-薬局いんふぉ”
各国語で受診できる病院の検索ができます。
英語・中国語・韓国語での閲覧が可能です。
ホームページ

◆�AMDA国際医療情報センター
�各国語で受診できる病院や日本の医療制度について案内して
います。
電話：03-6233-9266（平日10：00 ～ 16：00）
�8 ヶ国語（英語・中国語・韓国語・スペイン語・タイ語・ポ
ルトガル語・フィリピン語・ベトナム語）で対応します。
�各言語の対応日程はホームページのスケジュールを確認して
ください。
ホームページ

日本国内に住むすべての人は（日本人だけでなく外国人も含む）、20歳にな
ったときから国民年金制度に加入しなければなりません（国民年金法）。20
歳から60歳未満の人は全員強制加入となります。

加入をしておくと…
　�もし留学中にけがや交通事故等で障害が残ったり、死亡したりした場
合、障害基礎年金や遺族基礎年金が支給されます。

◆「学
がくせいのうふとくれいせいど

生納付特例制度」
　�学生の場合は「学生納付特例制度」を利用して、在学中の保険料の支
払いを猶予してもらう（待ってもらう）ことができます。ただし、本人
の所得が一定金額以下であることが条件です。家族の所得は関係あり
ません。

申請方法（未加入の場合は申請と同時に加入手続きをすること）
・窓口：居住地の市・区役所の国民年金担当窓口

�または、郵送でも申請可能
・必要書類：国民年金手帳、在学証明書または学生証のコピー
※前年の所得状況を証明する資料を求められる場合があります。

注意点
・毎年、申請を行う必要があります。
・�在学中の保険料の支払い猶予（待ってもらう）であって、支払い免除
ではありません。

◆脱退一時金
�保険料を6ヶ月以上支払った外国人が帰国する場合、保険料の支払期間
に応じて脱退一時金が支給されます。帰国後、2年以内に脱退一時金の
請求を行うことが条件です。

国民年金
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